








































































る「継続する絆（Continuing Bond Theory）」の議論にまで発展していくことになる（Klass, 
































































大学の R. カステンバウムは 1970 年代に専門誌 Omega（「終わり」の意）を、1977 年にフロ
リダ大学の H. ワスが Death Education（現在の Death Studies）を、前述のミネソタ大学の
フルトンが Illness, Crisis & Loss を、臨死研究で知られるコネチカット大学の K. リングが




つは乳幼児突然死症候群（SIDS：Sudden Infant Death Syndrome）である。南イリノイ大
学では 1984 年に C. コアが SIDS を念頭におきながら子どもを対象としたデス・エデュケー
ションを展開した。もうひとつはエイズ、後天性免疫不全症候群（AIDS: Acquired Immune 




















































































































































































































































































例えば『悲しき熱帯』は C. レヴィ・ストロース（1955 ＝ 2001）にしか描けない民族誌であっ
た。1980 年代以降の実験民族誌は、文化人類学者による、在るべき民族誌の模索であった。
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